


　長井市市制 60 周年を記念して、平成 26 年から市史編纂事業はスタートしました。長井市史は

これまで昭和 57 年から 60 年にかけて、全 4 巻が刊行されました。当時の市史刊行から約 30 年が

経過し、長井市域の歴史についても、さまざまな調査・研究の中で新たな発見が成されてきました。

本事業は、これらを踏まえて長井の歴史を見直し、新しい長井市史を編纂するものです。巻構成と

しては、原始時代から現代までの歴史を年代順につづった「通史編」を全 4 巻、分野別に長井の

歴史を掘り下げる「各論編」を全 2巻、あわせて全 6巻としました。これまでに通史第 1・2・３巻、

各論第 1・2巻が刊行され、このたびは最終巻である通史第 4巻 (現代編 )を刊行いたします。

　本巻では、戦後復興期、町村合併による「長井市誕生」、高度成長期から安定成長期における市

民の暮らしと文化、そして令和の長井と未来への展望について述べています。

長井市史編纂事業について

市史通史第 4 巻 ( 現代編 ) について

刊行済みの市史について

長井市史に関するお問い合わせ先

長井市観光文化交流課文化交流室

〒993-8601　山形県長井市栄町 1 番 1 号

tel:0238-82-8017　mail:bunka@city.nagai.yamagta.jp

市ホームページにも案内を掲載しています。 右の QR コードからホームページを閲覧できます。
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通史第 1 巻 ( 原始 ・ 古代編、 中世編 ) ～旧石器時代から戦国時代のおわりまで～
通史第 1 巻では、旧石器時代や縄文時代の人々の暮らし、中世の伊達氏支配下の長井の様子、小桜館 ( こざくらだて )

に所縁のある片倉氏について、また長井市内に残る中世山城跡・館跡についてを主な内容としています。

各論第 1 巻 ( 地理自然編、 建築 ・ 都市 ・ 環境編、 石造文化財編 )
長井市域の地形の成り立ちや生息する動植物をまとめた「地理自然編」、市内の歴史的建造物や都市計画について

まとめた「建築・都市・環境編」、市内各所に残る石碑や六面幢などの分布や年代をまとめた「石造文化財編」の 3 つ

の分野で構成されています。

通史第 2 巻 ( 近世編 )　～蒲生氏郷の置賜支配から戊辰戦争まで～
通史第 2 巻は、米沢藩政下の長井の様子、最上川舟運で栄えた長井商人の隆盛、米沢藩お抱えの長井出身の刀工たちの

活躍を主な内容としています。

通史第 3 巻 ( 近代編 )　～明治維新からアジア太平洋戦争敗戦まで～
通史第3巻は、明治維新からアジア太平洋戦争敗戦までの長井での政治社会の動きをベースとし、各時期における養蚕業・

製糸業・長井紬織や俳句・川柳・絵画などの産業と文化の隆盛について述べています。

各論第 2 巻 ( 水と文化編、 仏教彫刻編 )
「水」によって育まれた長井市域の民俗、文化、長井市のシンボルである黒獅子を含む祭礼などを紹介する「水と文化編」、

市内の寺社仏閣に伝わる仏像・神像を網羅的に紹介する「仏教彫刻編」の 2 つの分野で構成されています。




